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1は じ め に

｀
むら"にはさまざまな年令集団があり,家における位

座の変化とともに属する集団をかえながら“むら"に 通じ

ていく仕組みができていた。この仕組みのなかで “むら
"

のリーダーも形成されてきた。子供も子供組のなかで異年

令集団を構成し,遊びを通して,一 ダーシップ,メ ンパー

表 1 調査対象者概況

2 帰宅後の子供の生活

子供の一日の生活から,学校での時間,生理的必要時間

を除くと,帰宅後の 4～ 5時間の自由時間が残るが,こ の

時間の使い方から子供の生活の一端をのぞくことができる。

帰宅後の生活時間は表 2に示 したが,各項目とも学年によ

るちがいがでている。

低学年の子供の生活時間 :低学年の子供の平均的生活を

表 2 帰宅後の生活時間

シップを育んできた。高度経済成長を背景とする社会構造

変化のなかで,子供の生活領域や人間関係も変化 している

と思われるので,生活時間,遊び,通学の側面から, この

問題に対する接近を試みた。調査は宮城県北部平場水田地

帯にある中新田町鳴瀬小学校において, 7′ ケート方式に

よりおこなつた。低学年として 3年生,高学年として 5年

生を調査対象としたが,その概況は表 1に示す通りである。

そ―ドでみると,勉強を30分 ぐらいし,遊びは戸外で 1時

間半,室内で 1時間ぐらい,テ レビを2～ 3時間みて,手伝

を20分 ぐらいするといつたくらし方をしているといえよう。

高学年の子供の生活時間 :勉強は30分から1時間ぐらい,

遊びは室内で30分 くらい,戸外遊びに関 してはかなりの時

間をかけるものとほとんどしないものと個人差が大きい。

テレビは3時間から3時間以上みている。低学年に比べると

遊び時間が減つて,勉強時間とテレビの時FB3が増えている。

め,遊 び相手とその人数,遊び場,遊びの種類を図 1～

4に示した。遊び相手は兄弟,近 くの友達に集中しており,

その数も 1人 , 2人 ,3～ 4人 と少ない (図 1,2)。 学年

3子 供 の 遊 び

遊びをめぐる子供の行動のひろがりと人間関係をしるた
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勉 強
3年生 0 69 0 0 0 0 0 1000%
5年生 0 117 0 0 0 0 1000

室 内
遊 び

3年生 34 0 172 310 0 0 0 0 100 0

5年生 176 147 29 0 0 0 0 0 1000

戸 外
遊 び

3年生 0 6, 310 69 0 0 0 1000

5年生 ■ 7 59 117 88 0 1000

テ レビ
3年生 0 0 69 7 172 34 20 7 1000

5年生 0 0 0 59 117 117 0 1000

手  伝
3年生 27 6 0 0 0 0 0 0 1000

5年生 88 0 117 2 0 0 0 0 100 0

塾での
勉 強

3年生 138 69 0 0 0 0 0 0 0 0 79 3 100 0

5年生 72 5 0 29 29 0 0 0 0 0 1000

こ

と

け

ご

3年生 6, 0 0 0 0 0 0 1000

5年生 75 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1000
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図3 遊びの種類 図 4遊 び 場

比較では,高学年に遠距離同学年の友達,その他の友達が

みられ,若千友達の範囲のひろがりはみられるが,家の近

くには 1人 も友達がいないものが約%も いる。これは図 3

の遊びの種類をみると,低学年にスポーツ,ご っこ遊び,

グーム等集団で遊ぶものの比率が高いのに対し,高学年で

はスポーンを除くと,テ レビ,創造的遊び,楽器,ペ ット

といつたひとりでできるものが多くなることでも示される

ように,子供の遊びそのものが少集団化 しているのに,高

学年化につれ更に少数化ないしはひとり遊びといつた傾向

にあるためと思われる。遊び場は自分の家,友達の家の比

率が高く,遊びの空間が非常に限られていると思われる。

この傾向は女子において著しい。即ち男子の場合は,道路,

校庭,野原と遊び場のひろがりが若千なりともみられるが,

女子の場合は, 自分の家の比率が 8割ちかくもありほとん

どそのひろがりがみられない。

4 通     学

通学時における人間関係をみると,通学時の人数は 5人

以下でそれほど多くはないが,上  下級生と一緒に通学す
る比率が高く,特に高学年の朝の通学時にその傾向が強い

表3 交通手段

表 4 通学時rn3

表 7 通学時の人数

ように思われる。(表 3～ 8)

5 ま  と  め

生活時間,遊び,通学といつた側面から,子供の行動の

ひろがりと人間関係についてみたが,通学時の若千の集団

行動以外は,生活時間にしめるテ1/どの大きさ,遊びにみ

る小集団化ないしはひとり遊びの傾向,限定された遊びの

空間とどれをみても,か って遊びを通して子供文化を伝承

しつつリーダーシップ,メ ンパーシノプを育てあげてきた

子供組の姿をうかがうことはできない。 ・むらリーダー
"

は年令集団の中で徐々に育成されていくものであり, ソー

ダ～問題を考えるうえでも,年令集国の底辺にぁる子供の

問題に目をむけていくことが必要であろう。

図 2図 : いつもよく遊ぶ
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表 5 朝の通学

燻 ひとり 兄 弟 同学年
上 下
4ル ー

3年 1
34

o 
: t.o
14人

5   年
3 0 20   588

謂 ひとり 2 人 3A-5人 6A-10人 10人以上

3   1「 - t0.3
9 r,n 14 48' 3
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0

表8 帰宅時の人数


